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北極圏の陸水のケイ藻についての論文はかなり沢山ある。しかし，北米

大陸の北極圏のケイ藻の論文は少なし、。 北極圏アラスカについては R.

Patrick ・L.R. Freese (1960)の研究があるだけである。 この Patrick・

Freeseの研究もそうであるが，従来の北極圏のケイ藻の研究は， フロラや

分類の研究が主で，その植生についての記事はきわめて少ない。著者らは

北極圏のケイ藻のフロラや分類の研究も行なっているが，従来の論文には

ほとんど記されていない植生についてまず報告することにした。この研究

に用いた材料は国立科学博物館値物研究部長小林義雄博士をリ ー夕、ーとす

る第一次北極圏微生物調査隊の採集品である。この標本の研究を許可され

た小林義雄博士.標本を主として採集された丸山晃氏に深く感謝する。

Barrow付近のケイ藻類

Barrow Villege付近

Samp. 2- Poo¥の水深 5cm位の底の泥を.2 Aug. 1965に採集。ケ

イ藻の個体数i主多かったが，種類数は少なく 13taxa見出しただけであっ

た。Nit!schiataleaが優占的で 99.5%見出した。ここのケイ藻植生は

Nitzschiaρalea群落であった。
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Samp.3一一水深5cm程の poolに浮んでいたもので，2 Aug. 1965 

に採集した。移しい Oscillatoriaに混って 19taxaのケイ藻を見出した

が，ケイ藻の個体数は少なかった。ケイ藻の中 88.5%はNitzschiaρalea

で 10.5%は Nistzchiaρalea群落であった。

Samp.4一一水深5cm程の戸沿lの水底の泥を 2.Aug.1965に採集し

た。多量の Chlamydomonassp.とともにケイ藻は彩しくみられたが， 種

類数は少なく 8taxa見出しただけで，Nitzschiaρalea 91%， Achnanthes 

sp. 7%， Achnanthes sp. 7%でケイ藻植生は Nitzschiaρalea群落で

あった。

Point Barrow 

図 1. Barrow付 近の採集地点図
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Samp.5一一池の底，水深約 10cm位の所に浮んでいた材料， AT 0.50C， 

WT  7.70C， pH 6.8， 3 Aug. 1966採集。糸状緑藻に混って少しのケイ藻が

みられたが，種類数も 14taxaであった。 Nitzschiaραlea36%， Surirella 

ovata v. pinnata 22.5%， Diatoma elongata 13.5%で Nitzschiapalea 

--Suriretla ovata v.ρinnata群落であった。

Samp. 6一一poolの水底約 10cmの所に浮んでいた材料で， AT 4.7OC， 

WT  8.40C， PH 6.0，4 Aug. 1965採集。 ケイ藻は移しく見られ，種類

数も 24taxaであった。Nitzschiaραleaが移しく99.5%しめておりケ

イ藻植生は Nitzschiaρalea群落であった。

Samp.7- Poolの水深約 15cm の所の泥にケイ藻が普通に生育して

いた。4.Aug. 1965採集。ケイ藻は 38taxaあったが，量がさほど多く

なかったので、優占種を決めることができなかった。

Samp.8一一Pond(図 1-Pn1)の地底に浮んでいた材料で， WT7.60C 

pH 6.4， 4 Aug. 1965採集。 25taxaのケイ藻を見出した。Nitzschi，α

ρaleaが 97.5%であった。

Samp. 10一一Marshの Sphagnumsp.中のケイ藻で， 4 Aug. 1965 

採集した。ケイ藻の個体数は少なかったが著者らは 17taxa見出した。個

体数が少なかったので優占種を決める事はできなかったo

Samp. 11一一pond(図 1-Pn2)の水深約 20cmの底泥中に少量のケ

イ藻が生育していた。 AT 1. 50C， WT  9.70C， pH 5.4， 5 Aug.採集。

著者らは 50taxaのケイ藻を見出した。ケイ藻の33.5%は Eunotiaρec-

tinalis v. minor， 8%は Achnanthessp.， Stauroneis anceps， 6 %は

Eunotia lunaris v. subarcuataで Nitzschiahantzschiana と Pinnu-

laria sp.は 4.5%で，植生は Eunotiaρectinalisv. minor群落であっ
、h
，~ 。

Samp. 13- pond (向上)の水深約 20cmの底泥中に Oscillatoriasp. 
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に混じって少量のケイ藻が生育していた。 著者らは 33taxaのケイ藻を

見出すことができたが，個体数が少なかったので何が優占種であったかわ

からなかった。

Samp. 14- Pond (図 1-Pn3)の水深約 20cmの水底の Sphagnum

sp.に付着していた材料で，ケイ藻は普通であった。 WT13.40C， 5 Aug. 

1965採集。著者らは 35taxaのケイ藻を見出したが個体数が多くなかっ

たので優占種は不明であった。

Samp. 15一一pond(向上〉の水深約 20cmの所の grassに付着してい

た藻類で-多量の Euglenasp.に混って少量のケイ藻が生育していた。著者

らは 24taxaのケイ藻を見出したが個体数が少なかったので、優占種はわ

からなかった。

Samp. 16-Pond (向上〉の水深約 20cm の所の grassに Nostocsp. 

が普通に， ケイ藻が少し付着していた。著者らは 27taxaのケイ藻を見

出したが，個体数が少なかったので、優占種はわからなかった。

Samp. 17- Pond (図 1-Pn5)の水深約 20cm の底の泥中に多量の

ケイ藻が生育していた。ケイ藻の 17.5%は Naviculaρゅulav. rectan-

gularis， 9%はGomPhonemacl仰の v.javanica， 7% Eunotia praerupta， 

6.5%は Pinnula1句 mesoleρta，5.5%は Naviculasp.で，ケイ藻植生

は Naviculaρupulav. rectangularis群落であった。

Samp. '18-Pond (向上〉の水深約 20cmの所に生えていた Sphag-

num sp.に付着していた材料で、ケイ藻が稀で，著者らは 8taxa見出した

が，個体数が稀で優占種をきめることができなかった。

Samp. 20- Pond (図 1-Pn4)の水深約 20cm の水底の泥に Oscil-

latoria sp.少量とともにケイ藻が少量生育していた。 5Aug. 1965採集，

個体数が少なく著者らは 14taxaのケイ藻を見出したが，優占種は不明

であった。
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Samp. 22-Pond (向上〉の水深約20cmの水底の泥中に少量の Oedo・

gonium sp.と共にケイ藻は普通に生育していた。著者らは 35taxaのケ

イ藻を見出したが，優占種は不明であった。

Samp. 23- Pond (向上)の水中の mos踊に付着していたケイ藻で

個体数は少なかった。 この材料中で著者らは 39taxaのケイ藻を見出し

た。

Samp. 24-Pond (図 1-Pn8).の水底約 30cm の泥中の材料であ

る。 WT8.1 oC， pH 5.4， 5 Aug. 1965採集，著者らは 70taxaのケ

イ藻を見出した。ヶイ藻は普通で， ケイ藻の中 28% は Naviculaelso・

niana ?， N. spp. 21%， N. cryttoce，ρhala 6%， N.ρゅulav. rectangu-

laris 5%， N. cryttocφhala v. veneta 5%でケイ藻植生は N.elsonia仰?

群落であρた。

Samp. 26-Pond (向上〉の水中の mossesに付着していた材料で、あ

った。著者はその材料中で 46taxaのケイ藻を見出した。ケイ藻の個体数

は多く ，Diatoma vulgareはその 48.5%で，D. elongatumは 39%で

D. elongatumは 39%でケイ藻植生怯 D.vulgareー -D.elongatum群

落であった。

Samp. 27一一池(向上)の plankton. 著者らは 31taxaのケイ藻を見

出したが，いずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

Samp.28一一池(向上〉の水中の mossesに多量に付着していたケイ藻

で，著者らは 35taxaのケイ藻を見出したが，ケイ藻の個体数の 41%は

Diatoma elongatumで 32%は D.vulgareで 6.0%は D.elongatum 

v. tenuisで 4.5%は Cymbellaspp.で，Diatoma elongatum-D. vul-

gare群落であった。

この池では4本の材料を調査し98taxaのケイ藻を見出した。池底の

泥の上には Naviculaelsoniana-Nitzschia spp.群落で池中の mωsに
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付着しているケイ藻は Diatomavulgare-D. elongatum associationで

ケイ藻で plankterに多量になる種はなかった。

Samp. 29- pond (図 l-Pn9)の約 20cmの池底で 5Aug. 1965に

採集した材料で， ケイ藻の量はかなり多かった。 48taxaのケイ藻を見

出し，Navicula spp. 29.0%， Nitzschia hantziana 12%， Pinnularia 

interruρta 9.5%， Tabellaria flocculosa 8.5%， Stauroneis ance，ρs 7%， 

Nitzschiaρalea 6%， Cymbella fluminea 4.5%， Stauroneisρhoenicen-

teron 4.5% で，ケイ藻植生は Naviculasp.群落であった。

Samp. 30-pond (図 l-Pn9) の底泥中の藻類で個体数は普通であ

った。1本の材料より 58taxaのケイ藻を見出した。Nitzschiahantzs-

chiana 11.5%， Tabellaria flocculosa 8.5%， Navicula sp. 6.5%， Stau-

roneis anceρ's 6%， N aviculaρupulαv. rectangularis 5%で， この池

の底泥中のケイ藻植生は Nitzschiahantzschiana群落であった。

Pn-9の池では2本の材料より 73taxaのケイ藻を我々が見出したが，

泥の表面のケイ藻植生は Naviculasp.群落と Nitzschiahantzschiana 

群落であった。

Samp.32-Pond (図 l-Pn6)， 水深 20cm の池底の材料， WT  

7.50C， pH 5.6， 6 Aug. 1965採集，著者らは 7taxaのケイ藻を見出し

たが，いずれも個体数は少なかった。

Samp. 33-marsh (図 l-Pn6付近)，水深IOcm位の底の泥 6Aug. 

1915採集。著者らはこの材料から 33taxaのケイ藻を見出したが，個体

数はいずれも少なかったo

Samp. 38- marsh (図 l-Pn6付近)，水深約 10cm の底の泥， 6 

Aug. 1965採集。 著者らはこの材料では 62taxaのケイ藻を見出した。

個体数の 35%は Diatomaelongatumで 14%は Naviculaρupula

v. rectangularisで， 8%は Stauroneisancetsで， 4.5%が Navicula
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sp. (1252) でこの場所のケイ藻植生は Diatomaelongatum群落であっ

た。

Samp. 39一一向上の marshの池底の泥。著者らはこの材料から48taxa 

のケイ藻を見出した。個体数の 8.5%は Diatomaelongatum v. tenuis 

で， 6.0%は Nitzschiaρaleaでこの場所のケイ藻の優占種はきめられな

カミっTこ。

Samp. 40一一同上の marshの底の泥。著者らはこの材料から 52taxa 

のケイ藻を見出した。個体数の 19.0%は Naviculaρupulav. rectan-

gularisで 11%は Nav.cり'ptocePhalaで， 6.0%は Nitzschiahantz-

schianaで， 5.5%は Tabellariafiocculosaで， 4.5%は Achnanthes

sp.で，この場所のケイ藻植生は Naviculaρupulav. rectangularis--

N. cry，ρtoceρhala associationであった。

著者らはこの marshでは3本の材料を調査し 81taxaのケイ藻を見出

し 3本の材料の中優占種をきめることのできたのは2本の材料で Dia-

toma elongatum， Naviculaρupula-N. cryptocゆhalaが優占種にな

っていた。これらの優占種から推察すると， 3つの材料はそれぞれかなり

環境の異なる所で採集されたとおもわれる。

Samp. 43一一Stream(図 1-Pn7付近)水深 30cm の水底の grass

に付着していた材料。 WT10.20C， pH 5.8， 6 Aug. 1965。 この材料は

移しいケイ藻にまじって Closteriumsp.が普通にまじっており著者らは

25 taxaのケイ藻を見出した。個体数のうち， 87.5%は Diatomaelon-

gatum， 7.5%は Tabellariafiocculosaで， ケイ藻植生は T.fiocculosa 

群落であった。

Samp. 44一一向上の Streamの底泥の上の藻類でケイ藻の個体数は多く

なかった。

この材料中で著者らは 22種のケイ藻を見出した。個体数の 65.0%は
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Diatoma elongatumで， 6.7%は Naviculacryptocephala， 4.7%は

Navicu/，αcryρtocePhala， 4.7%は Nitzschiahantzschianaで，この場

所のケイ藻植生は D.elongatum群落であった。

Samp. 45-一同上の Streamの水底の grassに付着していた藻類でケ

イ藻と同量位の Closteriumsp.が生育していた。この材料中で著者らは

30 taxaのケイ藻を見出した。 個体数の 67.5%は Diatomaelongatum 

で 17%は Tabellariaflocculosaで，この場所のケイ藻植生は D.elon-

gatum associationであったO

この Streamの3本の材料中で著者らは41taxaのケイ藻を見出した。3

本の材料とも優占種が Diatomaelongatumであった。

Samp. 508一一池(図 l-Pn7)， WT  8.50C， 6 Aug. 1965。著者らは

20cm の池底の泥を調べ 40taxaのケイ藻を見出したが個体数は多くなく

優占種は不明であった。

Samp.511一一Lake(図 l-L6)，湖底の IOcm の所の底泥上の藻類。

WT  9.50C， 6 Aug. 1965。この材料中に著者らは 15taxaのケイ藻を見

出したが個体数が少なかったので、優占種は不明で、あった。

Samp.512一一向上の lake，湖底約 IOcmの所の底泥。著者らはこの材

料中から 16taxaのケイ藻を見出したが，個体数は少なく優占種は不明で

あった。

この lakeからの2本の材料を調査したがケイ藻の個体は少なく優占種

は不明であったが， 24 taxaのケイ藻を著者らは見出した。この付近のケ

イ藻については Patrickand Freese (1960)が調査しており， lagoonの

底はNitzschiaspp.が優占であったとしている。

Samp. 52一池(図 l-Pn10)， 池底約 30cm の所の泥， WT  5.80C， 

pH 5.4， 7 Aug. 1965。 この材料で著者らは 32taxaのケイ藻を見出し

た。 個体数の 20.0%は Achnanthessp.， 8.0% は夫々 Naviculasp.， 
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N. elsoniana?， Diatoma elongatumで 6.0%は Caloneissilicula， 

4.5%は Naviωlasp.で，優占種は Achnanthessp.であったo

Samp.53一一 向上の池， 水底の草に付着。 著者らはこの材料中に 36

taxaのケイ藻を見出し，個体数の 26%は Achnanthessp.で 10%は

Diatoma elongatumと Cymbellaventricosaで 8%は Naviculasali-

narum，6%は夫々 Amρhora抑制akianav. arctica， C. ventricosa v. 

semicircularis， N. elsoniana?でケイ藻植生はAchnanthessp.群落であっ

た。この池では著者らは2本の材料を調査し 47taxaのケイ藻を見出し，

2本の標本と も Achnanthessp.が dominantspeciesであった。

Samp. 55-marsh (図 l-Pn10横)，水深約 lOcm の底泥， 7Aug.

19650 著者らはこの材料中に 30taxaのケイ藻を見出したが，個体数が

少なく優占種は不明であった。

Samp. 56--一同 marsh，水深約 lOcm の底泥，この材料中で著者らは 36

taxaのケイ藻を見出した。 個体数の 25%は Naviculasp.で， 11%は

Nitzschia hantzschiana， 9 %は Pinnulariasp. (1470)， 7 %は P.sp. 

(1354)， Nitz.ρaleaで，6%は Nitz.sp. (1296)， 5%は Cymbella

ventricosaで，ケイ藻植生は Nav-.sp. Nitz. hantzschiana associationで

あった。

Samp. 57一向上湿地，水底に浮んでいた藻類で Nostocsp.が沢山みら

れた。この材料には 43taxaのケイ藻がみられたが，個体数は少なく優占

種は不明であった。

Samp. 58-一向上 marsh，水底の水草に付着していた。 この材料中で著

者らは 35taxaのケイ藻を見出した。個体数の 26.5%は Pinnulria

sp. (1354)， 14.5%は Eunotiaρectinalisv. minor， 7.0%は Tabellaria

flocculosa， 6.5%は Naviculasp. (1368)， 5.0%はと:.lunaris v. subar-

cuata， 4.5%は NaviculacryρtocePhalaで，ケイ藻植生は Pinnularia
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sp. (1354)群落であった。

この marshでは4本の材料を採集し，その中の2材料はケイ藻の個体

数が少なく優占種は不明であったが，他の2材料は Naviculasp.とPin-

nularia sp.であった。 なおこれらの4本の材料で 72taxaのケイ藻を

見出した。

Samp. 5与一Marsh(図 1一 )， 水深約 lOcm の水泥に浮んでし、た

Phormidium sp.に付着していたケイ藻， WT 8.80C， 7 Aug. 1965。こ

の材料で 46taxaのケイ藻を見出したが，いずれも個体数が少な く優占積

は不明であった、

Samp. 60--一向上 marsh，底泥。著者らは 60taxaのケイ藻を見出し

た。個体数の 11.0%は Naviculaρゅulav. rectangularisで， 7.0%

は Achn.sp. (1360)， 6.5%は N.sp. (1385)， 6.0%は Eucocconeis

flexella， 5.5%は Cymb.sp.(1215)， 5%はEunotialunaris v. subarctωta， 

4.5%は Achn.kryo.ρhilaと N.cry.ρtocephalaで，優占種は N.ρupula

v. rectangularisであった。

Samp. 61一向上 marsh，水中の mossに付着。 この材料中に著者らは

49 taxaのケイ藻を見出した。個体数の 31.0%はNitzschiahantzschiana 

で， 15.0%は Diatomaelongatum， 11. 0%は Pinnulariasp. (1470)， 

7.5%は Naviωlasp. (1385)， 6.0%は Achnanthessp.であった。

この湿地で 3本の材料を調査し， 82 taxaのケイ藻を見出した。3材料

の中2材料で Naviωlaρupulav. rectangularis， Nitzschia hantzschiana 

の dominant speciesを見出した。

Samp. 64- marsh (図 1-PG付近)， lOcm位の水中 mossに付着，

7 Aug. 1965。多量のNostocsp.に混じって，ケイ藻の個体数は多くはな

かった。この材料で著者らは 48taxaのケイ藻を見出した。個体数の 22

%は Nitzschiahantzschiana， 12%は Achnanthessp.， (1420)， 10% 
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はNaviculaρuρulav. rectangularis， 7%は Neidiumiridisで， domi-

nant s戸ciesは Nitzschiahantzschianaであった。

Samp. 65-一向上 maぉh，水中の mossに付着。 この材料中に 61taxa 

のケイ藻を見出した。個体数の 33%は Achnanthessp.で， 19%は

は Diatomaelongatum， 8% は Naviculaρuρula，4.5%は Eunotia-

lunaris v. subarczωtaで， 優占種は Achnanthessp. と Diatomaelon-

gatumであった。

Samp.66-一向上 marsh，水底泥。 この材料中で 40taxaのケイ藻を

見出した。個体数の 19.5% は Nitzschiasublinearisで， 10.0%は

Eunotiaρectinalis v. minor， 7.5%は Naviculaρupulav. rectaηgu-

laris 7.0%は Nitz.sp. (1296)とNitz.μleaで， 6.0%は Pinnularia

gibba， 5.0%は Nitz.hantzschianαと E.lunaris v. subarcuataで，

優占種は Nitz.sublinearisであった。

この湿地では3本の材料を調査し 78taxa のケイ藻を見出した。 ま

た優占種は Nitzschia hantzschiana， Achnanthes. sp. --Diatoma 

elongatum， Nitzschia sublinearisであった。

Samp. 72一一一Pond(図 1-Pn11)，水深約lOcmは水中の mossに付

着， WT  4.90C， pH 5.6， 9 Aug. 1965。この材料中で 50taxaのケイ藻を

見出した。個体数の 17%はそれぞれ Diatomaelongatum， Navicula 

sp. (1385)， Achnanthes sp.， 7%は Fragilariavirescens v. subsalina 

で， 5%は StauroneisancepsとNitzschinaρaleaで， dominant species 

は D.elongatum一一-Nav.sp.-Ach. sp.であった。

Samp. 73一一 向上池，水底泥。 この材料中で 38taxaのケイ藻を見出

した。個体数の 24%は Fragilariavirescens v. subsalina， 17%は Dia-

toma elongatum v. tenuis， 15%は Achnanthessp.， 10%は Diat.elon-

gatum，7%は Nitzschiaρaleaで dominantspeciesは F.virescens v. 
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subsalina--D. elongatum v. tenuis--Ach. sp.であった。

Pond 11では2本の材料で 62taxaのケイ藻を見出し，優占種は Dia-

toma elongatum--Navicula sp.一一一Achnmtthessp.， Fragilaria vires-

cens v. subsalina--Diat. elongaturn v. tenuis--Achnanthes sp.で

あったO

Samp. 74--marsh (図 1-Pn11)，水深約 10cmの底泥， WT  8.20C. 

9 Aug. 1965。この材料中に 34taxaのケイ藻を見出した。 個体数の 34

%は Cymbellaincerta， 22%は Eunotiaρectinalisv. minor， 10%は

E. settentrionalis， 6 %は Gomthonemaangustatum v. undulataで，

優占種は C.incerta--E.ρectinalis v. minorであった。

Samp. 76 向上 marsh，水中の mossに付着した algae。この材料中

で 36taxaのケイ藻を見出した。 個体数の 30%は Eunotiaρectinalis

v. minor， 12% は Cymbellaincerta， 10.5% は E.settentrionalis， 9% 

はStauroneisancets， 8.5% は E.lunaris， 6%は Pinnulariasp.で

dominant s戸ciesは E.ρectinalisv. minorであった。

この marshでは2本の材料を調査し 46taxaのケイ藻を見出し，優占

種は Cymbellaincerta--Eunotia抑ctinalisv. minorであった。

Samp. 78- Pond (図 1-Pn12)，水深約 20cm の水中の mossに付

着していた。WT5.20C， 9 Aug. 1965。この材料中に 43taxaのケイ藻

を見出した。個体数の 43.5%は Amthoraovalis v.ρediculus， 20. 5% 

は A.o. v.ρroducta， 5%は Naviculaρutulav. rectangularisで優

占種は Amρh.ovalis v.ρediculusであった。

Samp. 501-Lake (図 1-L7)，水深約 10cm の底泥， WT  5. OOC， 

9 Aug. 1965。 この材料で 22taxaのケイ藻を見出したが個体数が少なく

優占種は不明であった。

Samp. 502一一向上 lake，底泥。この材料で 8taxaのケイ藻を見出した
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がL、ずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

Samp. 503一一向上 lake，底泥。 この材料からは 17taxaのケイ藻を見

出したが，いずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

Samp.504一一向上 lake，水底の grassに付着。この材料で 15taxaの

ケイ藻を見出したがいずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

この lakeから4本の材料を調査し 44taxaのケイ藻を見出したが，

いずれも個体数が多くなく ，優占種は不明であったc

Samp. 535一一地上の藻類。 BarrowVillageo 9 Aug. 19650 15 taxaの

ケイ藻を見出したがいずれも個体数は少なく優占種は不明であった。

Samp. 90-Pond (図 1-Pn13)， 20cm の水底の Sρhagnumsp. 

に付着， WT 8.00C" 10 Aug. 1965。 この材料中にはケイ藻はわずか 3

taxaしかみられずいずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

Samp.92一一向上池。 水中の mossに付着していたケイ藻で， 54 taxa 

見出した。個体数の 5.75%は Eunotiaρectinalisv. minorで， 9%は

は E.septentrionalis， 5%は Cymbellalaterostrata v. alaskana， 4.5 

%は E.ρraeruρtaで， 優占種は E.ρectinalisv. minorであった。

Samp.93一一同池，plankton。この材料中で 58taxaとL、う多数のケ

イ藻を見出したが，いずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

Samp. 94一一同池，水中の mossに付着。 この材料では 39taxaのケ

イ藻を見出した。個体数の 18%は Eunotiaμctinalisv. minorで， 12 

%は E.lunaris， 11%は StauroneisancepsとCymbellαincertaで，

9% は Naviculuρuρulav. rectangularis， 8%は E.seρtentrionalis， 

Cymb. laterostrata v. alaskanaで， 6%は Cocconeissp.， 5%はEunotia

lunaris v. subarcuataで，優占種は E.ρectinalisv. minor一一-E.lunaris

--St. anceps--Cymb. incertaであった。

この池では4材料を調査して 89taxaのケイ藻を見出した。この4材料

132 22一白 1-132



の中2本の材料で Eunotiaρectinalisv. minor と E.ρeclinalis v 

minor--E. lunaris--Stauroneis ancゆs一一Cymbellaincerta が優

占種であった。これらの優占種はいずれも水中の mossに付着していた材

料で見出した。

Samp. 95--marsh (図 1-Pn13横)，水中の grassに付着。 22taxa 

のケイ藻を見出したがいずれも個体数が少なく優占種は不明であった。

Barrow付近のケイ藻植生

Barrow付近の池の材料

Barrow付近の池の材料は 34本調査し， 20本の材料で優占種を見出

した。優占種の中でもっとも多くの材料で優占的であったものから順に記

すと次のようになる。

Nitzschiaρalea群落一一5材料で単独に優占種になり， 2材料では他

の種と共に優占種になっていた。 N.ρaleaは止水，流水ともに多くみら

れるケイ藻で，世界中に広く分布しており，都市廃水や金属鉱山廃水の汚

濁にも強く，しばしば多産する。

Achnanthes sp.群落一一2材料で単独で優占種になり，他の2材料では

他の種とともに優占種の 1つとなっていたが，種名を固定することができ

なかった。

Diatoma elongatum群落一一4材料で他のケイ藻と共に優占種になっ

ていた。このケイ藻は各種の水域に広く分布しているが，特に止水に多

く，ときには planktonとして移しく産するが，このケイ藻は一般に冷水

域に多い。

Eunotiaρectinalis v. minor群落一一1材料では単独で優占種になり，

2材料では他の種と共に優占種になっていた。このケイ藻も世界中広く分
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布しており，日本においてはミズコeケ湿原に多い。

Diatoma vulgare群落一一2材料で他の種と共に優占種になっていた。

この種は止水，流水ともに広く分布しているが，特に冷水域に多い。

以上のほか1つの材料で単独に優占種であったか， 1つの材料で他の種

と共に優占種になっていたケイ藻は次のようであった。 AmPhoraovalis 

V.ρediculus， Cymbella incerta， Diatoma elongatum v. tenuis， Eunotia 

lunaris， Fragilaria virescens v. subsalina， Navicula sp. (1385)， N. 

elsoniana? ， N.ρゅulav. rectangularis， Nitzschia hantzschiana， Pin-

nularia interruρta， Stauroneis anceps， Surirella ovata， S. o. v.ρin-

nata. 

Barrow付近の湿地の植生

Barrow付近の湿地では 18材料を調査し， その中11材料で優占種を見

出した。 Barrow付近の湿原で Nitzschiahantzschiana， Diatoma eion-

gatum， Navicnlaρuρula v. rectangularisは2材料で優占的で，Ach-

nanthes sp.， Cymbella incerta， Eunotiaρectinalis v. minor， Navicula 

sp. (13)， N. cryptoce，ρhala， Nitzschia sublinearis， Pinnularia sp. (1354) 

は 1材料で優占種になっていた。

Nitzschia hantzschiana群落一一淡水性の diatomで山地に特に多し、。

Diatoma elongatum群落一一各種の水域に広く分布し，特に止水に多

く，冷水性のケイ藻である。 Barrow付近の池にも多く，優占種としては

もっ とも広く分布していたケイ藻の1つであった。

Naviculaρゆulav. rectangularis群落一一各種の水域に広く分布し，

しばしば多産するケイ藻で Barrow付近の湿原では1材料で単独に， 1材

料で他の種と共に優占種になっていた。
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Barrow付近の川の 植生

Barrow付近の)11は1つの)11で3材料を調査しただけで、あったが，いず

れも Diatomaelongatum群落であった。このケイ藻は既に記したように

Barrow付近の池，湿原のもっ とも普通な優占種の 1つであった。

Barrow付近に広く分布していたケイ藻

Barrow付近の材料で調査したのは 62材料で，この材料中に広く分布

していたケイ藻とそれのみられた材料数を示すと次のようになっている。

42材料一-Nitzschiaρalea

39材料一一Cymbellalaterostrata v. alaskana， Stauroneis anceps， 

Tabellaria flocculosa 

37材料一-Naviculaρupulav. rectmもgularis

36材料ー一一Eunotialunaris， Eunotiaρectinaris v. minor 

35材料一一Eunotiaexigua 

34材料--Stauroneisρhoenicenteron

33材料一一一Eunotialunaris v. subarcuata， Nitzschia hantzschiana 

31材料一一Cymbellaventricosa， Eunotia septentrionalis 

28材料一一Diatomaelongatum， Eunotiaρraerupta， Pinnularia inter-

rupta 

26材料一-GomPhonemaclevei v. javanica 

25材料一一Cymbellaventricosa v. semicircularis， Navicula cryptoa-

ρhala v. veneta， Neidium bisulcatum， Pinnularia mesolepta 

24材料一一Diatomaelongatum v. tenuis 

23材料一一Caloneissilicula， Navicula cryptocφhala 

22材料一一Eunotiafabba 
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21材料一一-Neidiumiridis， N. i. v. amPliata 

Barrow付近に広く分布していたケイ藻を上にあげたが， これらの種か

ら次のようにまとめることができる。

(1) アラスカ特産種はほとんどなく (Cymbellalaterostrata v. alaska-

naなどを除く)，ほとんど全てが世界広汎種である。

(2) 特殊な水域にも生育できるような抵抗力の強いケイ藻が1番広く

分布していた(例，Nitzschiaρaleaなど)。

(3) 日本のように中緯度の地域には山地の湿原や池沼に多いケイ藻が

多かった(例，Tabellaria fiocculosa， および Stauroneis.Eunotia， 

Neidiumに属する各種など〉。

Urniat付近の藻類植生

Sample 102一一川(図 2.Cr-1)水深5cmの底泥.WT  13.00C. 11 

Aug. 1965。多数のケイ藻に混ってラン藻が普通にあり 44taxaのケイ

藻を見出したが，個体数の 38%は Tabellariafiocculosaで以下次の様

なパーセンテージになっていた。 Pinnulariagibba f. subundulata 13% 

P. sp. (156-ー22)11%. Synedra tenera 30%. Cymbella lapponica 7%. 

P. gibba 5%， P. mesole，ρta 5%0 この材料は Tabellariafiocculosa群

落であった。

Sample 103一一向上，水中のコケに付着。ケイ藻が普通，ラン藻， 緑藻

が少量あった。ケイ藻は 17taxaみられ，個体数の 34%Eunota linaris， 

34% Ii. GomPhonema acuminatum v. brevissoniiで.E. tenella 6%. 

Cymbella b~ρartita v. continua 4 %. Navicula lapponica 4 %. Eunotia 

lunaris--Gomρhonema acuminatum v. brevissonii群落であった。
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図 2.Umiat付近の 採集地点図

Sample 104一向上，水中のコケに付着。ケイ藻と緑藻は普通，ラン藻は，

少量見られた。 ケイ藻は 28taxa見られ，個体数の 24%は Eunotia

lunarisで以下次の様になっていた。 Nitzschiasp. 17%， Pinnularia sp. 

10%， GomPhonema acuminatu1仰 v.brevissonii 7%， Cymbella gracilis 

6%， E. lunaris v. capitata 5%， Nitz. a1仰ρhibia5%， この材料は Eu-

notia lunaris群落であった。

Sample 105一一向上，水底の泥。ケイ藻が普通で少量の緑藻 (Stauras-

trum sp.)が混っていた。ケイ藻は 25taxa見い出したが，個体数の 27

%は，Stauroneis ancepsで 18%はPinnulariasp.でこの材料は Stau-

roneis ancψs-Pinnularia sp.群落であった。なお，Eunotia lunaris 

は 10%，St. thoenicenteronは 8%，Nitzschia sp.は 7%，Nitz. am-
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ρhibiaは 6%，Pinnularia gibbaは4%見い出した。

Sample 106一一向上，水底の泥。この材料中に Oscillatoriasp.を主と

するラン藻とケイ藻が多数見られ，Closterium sp.を主とするチリモが普

通に見られた。又ケイ藻は 34taxa見い出し，個体数の 24%は，Nitz-

schiaρaleaでこの材料は Nitzschiaρalea群落であった。 この材料中に

見い出した主なケイ藻は次の様になっていた。 Eunotialunaris 15%， 

Navicula cryttoce，ρhala v. veneta 14%， Eunotiaρectinalis v. minor 

9%， GomPhonema aCU1ηinatum v. undulata 9%， Stauroneis anceps 

8%， Naviculaρuρula 6%。

このJIIからの5本の材料を調査した。それぞれの材料から 44，17， 28， 

25， 34 taxa合計 68taxaのケイ藻を見い出した。 ケイ藻植生は，

Tabellaria flocculora 群落 Eunotialunaris -- Gom.ρhonema 

acuminatum v. brevissonii群落，Eunotia lunaris群落，Stauroneis 

anceρ>s--Pinnularia sp.群落，Nitzschiaρalea群落で，調査した各材

料で優占種が異なっていた。このことからこの川のケイ藻の植生は大変複

雑であることがわかったが，どの材料でも見られ比較的高い出現率を示し

たのは，Eunotia lunaris， GomPhonema acuminatum v. brevissoniiで

比較的広く分布し， 出現率もやや高かったのは Stauroneisancepsであ

った。

Sample 112- 池(図.2 Pn-3) ， 池の緯の Sphagnumsp.に付着

していた藻類， WT  12.10C， 12 Aug. 19650 ケイ藻は多数見い出した

が，これに混ってラン藻は少量，チリ モ (Closteriumsp.) が稀に見られ

た。ケイ藻は 27taxa見い出した。 個体数の 24%は Eunotialnnaris 

で 19%は E.ρectinalisv. minor 15%は E.1. v. ca戸tata，14%は

GomPhonema angustatum v. undulata， 6%は Tabellariaflocculosa 

でこの材料は Eunatialunaris--E.ρectinalis v. minor--E. lunaris 
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v. catitata--Gomρhonema angustatum v. undulatum群落であった。

Sample 115一一池，向上底泥。この材料からは 47taxaのケイ藻を見

出したが， どの種も個体数が多くなく優占種をきめることができなかっ

~" 
1'-。

Sample 116一一向上， 水中のミ ズゴケに付着。ケイ藻， チリモ，緑藻

〈チリモを除く〉がそれぞれ普通に見られた。 ケイ藻は 46taxa見い出し

た。個体数の 28%は Synedratabullata， 25%は Tabellariaflocculosa， 

18%は Eunotialunaris， 16%は Tab.fenestrata，5%は Gomthonema

angustatum， v.ρroductaでこの材料は Synedratabullataー Tabellaria

flocculosa--Eunotia lunaris--Tab. jenestrata群落であった。

Sample 117一一向上， 約 50cm の水底に浮んでいた藻類で彩しいラン

藻に混って，チリそが多量，ケイ藻が普通，緑藻が稀に見られた。ケイ藻

は 33taxa見られ，個体数の 28%は Synedrasp. (1252)， 20 %は

Ceratoneis vaucheriae， 16%は Gomthonemagracile，5%は Tabellaria

jenestrata， 4%は Cymbellaventricosaで， この場所のケイ藻植生は

Synedra sp.一一Ceratoneisvaucheriae--Gomthonema gracile群落で

あった。

この池では4本の材料を調査しそれぞれより 27，47， 46， 33 taxa，合

計 83taxaのケイ藻を見い出した。各材料で見い出したケイ藻植生は，

Eunotia lunaris --E.ρectinalis v. minor--E. 1. v. catitata--

Gomρhonema angustatum v. undulata群落，Synedra tabullata-

Tabeliaria flocculosa--E. lunaris--Tab. jenestrata群落，Synedra 

sp.一一Ceratoneisvaucheriae --G. gracile群落で3材料とも生育して

いた材料は異なっていたが，優占種も異なっていた。この池に広く分布し

出現率も大きかったのは Eunotiolunaris， Tabellaria flocculosaであ

った。 出現率は別として 4材料のすべてから 見出したのは Achnanthes
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minutissima， Cymbella ventricosa， Eunotia lunaris， GomPhonema 

angustatum v. undulata， Naviculaρupula v.問'Ctangularis，Tabellaria 
jenestrataであった。

Sample 118一一池(図 2Pn-4)， plankton， W T 1O.40C， pH 5.8， 

12 Aug. 1965。この材料ではケイ藻とあIgnemasp.， Bulbochaete sp.を

主とする糸状緑藻が普通でラン藻とチリモが少なく ，A n，kistrodesmus fal-

catusなど単細胞の緑藻が稀であった。ケイ藻は 37taxa見出したが優占

種は決定できなかった。

Sample 119一一池，向上，水深約 30cm池底の泥。この材料ではケイ藻

が普通，チリモが少量，緑藻(除チリモ)が稀に見られた。 ケイ藻は 47

taxa 見い出した。個体数の 11~百は Achnanthes sp. (115--6)， 10%は

Cymbella cesatin， 8%は Gomρhonemaangustatum v.ρroducta， 8 % 

は Naviculasp. (1251)， 6 %は Nav.cry，ρtoceρhala v. veneta と A.

fragilarioi冶s，5%は Cy.sp. (1251)， Nitzschi・'ahantzschiana， Nitz. 

ρalea， Tabellaria flocculosa， 4%は A.minutissima， Nav. cry，ρtoceρhala 

で同じ様な出現率を示す種が多く，優占種を決めるのがむづかしいが，こ

の場所のケイ藻植生は Achnanthessp.一一Cymbellacesatin群落と言う

事ができる。

この池からは2材料を調査し， 1材料からは37，他の材料からは47taxa， 

合計 52taxaのケイ藻を見出した。 planktonからは優占種は見出すこと

ができず，底生藻では Achnanthes sp.一一Cymbellacesatinが優占種

であった。

Sample 121一一池(図 2Pn-5)水深約 50cmのコケに付着， 12 Aug. 

1965。この材料中にケイ藻は普通に見られチ リモとチリモを除いた単細胞

緑藻は少し見られた。 この材料で 34taxaのケイ藻を見い出した。個体

数の 47%は Tabellariafenestrataで， 14%はAchnanthesminutissima， 
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11%は GomPhonemaclevei v. javanica， 8%は Eunotiamajor， 6% 

は Tabellariafiocculosa， 5%は GomPhonemasubtile v. sagittaでこの

材料は，Tabellaria [enestrasa群落であった。

Sample 122一一向上，水中の草に付着。 Spirogyrasp.が多く，ケイ藻

とラン藻が少量見られただけであった。ここでケイ藻は 25taxa見い出し

た。個体数の 43%は Tabellaria[enestrataで 24%は，T. fiocculora， 

11%は Gomρhonemasp.， 9%は Fragilariaintermedia， 5%は G.

gracile， 4%は Achnanthessp.でこの材料のケイ藻植生は Tabellaria

j初estrata群落であった。

この池では2本の材料を調査しそれぞれより 34taxa， 25 taxa，合計 40

taxaのケイ藻を見い出した。 この2本の材料とも Tabellaria[enestrata 

が優占種になっていた。

Sample 123一一一池(匂.2 Pn-6)浮んでいた藻類， WT  12.20C， 12 

Aug. 1965。多数のケイ藻に少量のチリそが混っているのが見られた。こ

こで見られたケイ藻は 37taxaで個体数の 39%は Tabellariaj初estrata

で， 12%は T.fiocculosa， 11%はGomρhonemaclevei v. javanica， 6% 

は Achnanthesminutissima， 5 %は Gomρhonemasubtile v. sagitta， 

Synedra ulnaで， この場所のケイ藻植生は Tabellaria[enestrata群落

であった。

Sample 126一一池(図 2Pnー 7)周囲の ミズゴケに付着， 12 Aug. 19650 

ケイ藻が普通で，Nostoc sp.を主とするラン藻が少し混っていた。この材

料中に 46taxaのケイ藻を見い出したが，個体数の 16%は Eunotia

lunarisで 9%は Tabellaria[enestrata， 8%は NitzschiaamPhibia， 

Nitzschia palea， 6%は Achnanthesminutissima， 5% 11， Pinnularia 

sp. (147-10)， Nitzschiaραlea (1555--5)， 4%は Cymbellaventricosa， 

Eun. gracilisとなっていた。 とびぬけて多量に見い出した種類はなかっ
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たが，しいて優占種を決定するなら，Eunotia lunarisが優占種というこ

とカミで、きる。

Sample 127一一池， 向上， 池底付近に浮んでいた藻類。この材料では

39 taxaのケイ藻を見出したが，優占種を決定することができなかった。

この池では2材料を調査し， それぞれ 46taxa， 39 taxa，合計 60taxa 

のケイ藻を見出したが，優占種は1材料で見出しただけで， この池のケイ

藻植生はEunotialunaris群落であった。

Sample 128-池 (図 2Pn-8)水深約 30cm の水中のコケに付着，

12 Aug. 1965。 ケイ藻が普通に見られ，それにラン藻が稀に混っていた。

この材料で 43taxaのケイ藻を見い出した。個体数の 21%は Eunotia

lunaris， Tabellaria flocculosa， 19 %はEunotiaρectinalisv. minor 4 

%は Gomρhonemaacuminatum v. brevissonii， Stauroneis ancepsで，

この材料のケイ藻植生は Eunotialunaris-Tabellaria flocculosa--E. 

ρectinalis v. minor群落であった。

Sample 529一一湖(図 2L)水深約 30cmの底泥， WT 13.0oC， AT 

15.80C， 13 Aug. 1965。この材料で， 45 taxaのケイ藻を見い出した。個

体数の 37%は Tabellariaflocculosaで，18%は Diatomaelongatum， 

15~百は Nitzschia sp.で 4%は Naviculacryptocφhala v. venetaで，

この材料のケイ藻植生は Tabellariaflocculosa群落であった。

Sample 530一一湖，向上，水中の草に付着。 この材料からは 17taxaの

ケイ藻を見い出したが，優占種は決定できなかった。

Sample 531一一湖，向上，水中の木に付着していた藻類。この材料から

35 taxaのケイ藻を見出したが，優占種は決定できなかった。

Sample 532一一湖， 向上， plankton. 28 taxaのケイ藻を見い出したが

優占種は決定できなかった。

この湖からは4材料を調査し，それぞれより 45，17， 35， 28 taxa，合
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計 49taxaのケイ藻を見い出したが，優占種は1材料で決定できただけ

で，この湖のケイ藻植生はTabellariaflocculosa群落であった。

Sample 533一一湿地， (図 2L付近)， 水深約 lOcm の底泥 13，

Aug. 1965。この材料から 19taxaのケイ藻を見い出したが，優占種は決

定できなかった。

Sample 527一一池，水深約5cm の水底の岩石に付着， 11 Aug. 1965。

この材料からは 12taxaのケイ藻を見い出したが，個体数が少なく優占

種は決定できなかった。

Umiat付近の藻類植生

Umiat付近で調査した環境は)11， 湖沼， および湿地に大別することが

で、きる。

川では5材料調査し，すべての調査地点で、優占種を認めたが，ほとんど

すべての地点で優占種が異なっており次のようになっていた。

Eunotia lunaris 

E. lunaris--Gomρhonema acuminatum v. brevissonii 

Nitzschiaρalea 

Stauroneis anceps--Pinnularia sp. 

Tabellaria flocculosa 

湖沼では 17材料を調査した，この中 11材料に優占種を認めることが

できた，それらの優占種は次のようであった。

Achnanthes sp.一一一司Cymbellacesatin 

Eunotia lunaris 3材料

E. lunaris--E.ρectinalis v. minor 

E. lunaris--Tabellaria flocculosa--E.μctinalis v. minor 

E. lunaris v. caρitata--Gomρhonema angustatum v. undulatum 
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Synedra sp.一一 Ceratoneisvaucheriae --Gomthonema gracile 

S. tabullata --Tabellaria flocculosa ~ Eunotia lunaris --

Tabellaria jenestrata 

Tabellaria jenestrata 3材料

T. flocculosa 

湿地は1材料調査じたが優占種は認められなかった。

Umiat付近で、えた材料 23の中 17材料で，優占種を認めることができ

た。優占種の中もっとも分布の広かったものからJI慣に記すと次のようにな

る。

Eunotia lunaris群落一一4材料で単独で優占種になり， 5材料では他

の種と共に優占種の一つになっていた。世界広汎種で Umiat付近では個

体数がもっとも多かった種である。

Tabellaria j初estrata群落一一3材料で単独で 1材料では他の種と

共に優占種の一つになっていた。この種が優占種になっていたのはいづれ

も池沼であった。

Tabellaria flocculosa群落一一2材料で単独で， 2材料で他の種と共に

優占種の一つになっていた。これらの4材料の内3材料は池沼から採集さ

れたもので， 1材料は河川|から採集されたものである。

Eunotiaρectinalis v. minor群落一一2材料で他の種と共に優占種の

一つになっていた。これらの材料はいづれも池沼から採集されたものであ

る。

Nitzschiaραlea群落一一JIIの1材料で単独で優占種になっていた。

他の種と共に1材料で優占種のーつになっていた種は次のようである。

Achnanthes sp.， Ceratoneis vaucheriae， Cymbella cesatin， Gomthonema 

acuminatum v. brevissonii， G. angustatum v. undulatum， G. gracile， 

Pi抑制lariasp.， Stauroneis ancets， Synedra sp.， S. tabullata. 
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Umiat付近で採集した23本の材料に広く分布していたケイ藻と， それ

らのみられた材料数を示すと次のようになっている。

Eunotia lunaris--21材料

Cymbella ventricosa， Tabellaria fenestrata--19材料

Tabellaria fiocculosa--18材料

Gomphonemaangustatum v.ρroducta， Stauroneis anceps 

Nitzschia amρhibia- 15材料

Achnanthes minutissima， GomPhonema acuminatum v. brevissonii， 

G. ang1-tstatum v. sarcoPhagum f. undulata--14材料

Eunotiaρectinalis v. minor， GomPhonema gracile， Navicula crypto-

cephala， N.ρupula v. capitata， Stauroneisρhoenicenteron--ll材料

Cymbella turgida， GomPhonema constrictum v. capitata， Pinnularia 

mesolepta-lO材料

Eunotia tenella， Nitzschiaρalea， N. brevicostata，一一9材料

Cymbella gracilis， C. jヤumina，Gomρhonema longice，ρ's v. subclavata， 

G. subtile v. sagitta， Naviculaρupula v. rectangularis--8材料

Eunotia veneris--7材料
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